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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　神経新生又は神経細胞増殖を活性化するための組成物であって、有効成分としてＤＹＲ
Ｋ阻害能を有する化合物若しくはそのプロドラッグ又はその製薬上許容される塩を含有す
る、組成物。
【請求項２】
　有効成分である前記化合物若しくはそのプロドラッグ又はその製薬上許容される塩が、
さらにＣＬＫ阻害能を有する、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　神経新生又は神経細胞増殖を活性化するための組成物であって、有効成分として下記一
般式（Ｉ）及び／又は（ＩＩ）で表される化合物若しくはそのプロドラッグ又はその製薬
上許容される塩を含有する、組成物。
【化１】

［式（Ｉ）において、Ｒ1及びＲ2は、それぞれ独立して、水素原子又はＣ1-6炭化水素鎖
であり、Ｒ3は、

【化２】

であり、Ｚは、ａ及びｂで印をつけた原子と共に、１つのベンゼン環、１つの複素芳香族
環、１つ以上のベンゼン環が縮合した芳香族環、１つ以上の複素芳香族環が縮合した複素
芳香族環、１つ以上のベンゼン環と１つ以上の複素芳香族環とが縮合した混合縮合多環、
及び、環状脂肪族からなる群から選択される環を形成し、前記環は水素原子、ハロゲン原
子又はＣ1-6アルキル基である置換基を１つ以上有してもよく、Ｒ4は、水素原子、ハロゲ
ン原子又はＣ1-6アルキル基である。
　式（ＩＩ）において、Ｒ21及びＲ23は、それぞれ独立して、水素原子、Ｃ1-6直鎖若し
くは分枝若しくは環状のアルキル基、ベンジル若しくはヘテロアリールメチル基、置換若
しくは無置換のアリール基、又は置換若しくは無置換のヘテロアリール基であり、Ｒ22は
、－Ｒ26、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ26、－ＣＨ＝ＣＨ－Ｒ26、及び－Ｏ－（ＣＨ2）ｎ－Ｒ26からな
る群から選択され、ｎは１～６であり、Ｒ26は、水素原子、水酸基、Ｃ1-8アルキル基、
－Ｓｉ（Ｒ27）3、並びに、置換若しくは無置換のフェニル基、単環式複素芳香環基及び
環状脂肪族基からなる群から選択され、或いは、Ｒ21とＲ22は結合して環を形成し、－Ｒ
21－Ｒ22－が、－（ＣＨ2）ｍ－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－（ＣＨ2）ｍ－Ｏ－、及び
、ハロゲン原子で置換されたこれらのものからなる群から選択され、ｍは１～６であり、
Ｒ27は水素原子、Ｃ1-6アルキル基、トリハロメチル基、又は水酸基であり、－Ｓｉ（Ｒ2



(3) JP 2015-107945 A5 2017.1.19

7）3中の３つのＲ27はそれぞれ異なっていてもよい。Ｒ24、Ｒ25は、水素原子又はＣ1-6

アルキル基である］
【請求項４】
　神経新生又は神経細胞増殖の活性化のための組成物であって、有効成分として
【化３】

で表される化合物若しくはそのプロドラッグ又はその製薬上許容される塩を含有する、組
成物。
【請求項５】
　神経新生又は神経細胞増殖の活性化のための組成物であって、有効成分として
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【化４】

で表される化合物若しくはそのプロドラッグ又はその製薬上許容される塩を含有する、組
成物。
【請求項６】
　前記有効成分が、ＤＹＲＫ阻害能を有する、請求項３から５のいずれかに記載の組成物
。
【請求項７】
　前記有効成分が、さらにＣＬＫ阻害能を有する、請求項３から６のいずれかに記載の組
成物。
【請求項８】
　医薬組成物である、請求項１から７のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　中枢及び／又は末梢神経系の疾患又は障害の予防、改善、進行抑制、及び／又は、治療



(5) JP 2015-107945 A5 2017.1.19

のための請求項１から８のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　神経細胞又は神経幹細胞を調製するための請求項１から８のいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　神経新生を活性化する方法であって、請求項１から９のいずれかに記載の組成物を対象
（ヒトを除く）に投与することを含む、活性化方法。
【請求項１２】
　神経細胞増殖を活性化する方法であって、請求項１から８のいずれかに記載の組成物を
含有する培地で神経細胞を培養することを含む、方法。
【請求項１３】
　神経細胞又は神経幹細胞を調製する方法であって、請求項１から８のいずれかに記載の
組成物を含有する培地で神経細胞を培養することを含む、調製方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本開示は、一又は複数の実施形態において、神経新生又は神経細胞増殖を活性化するた
めの組成物であって、有効成分として下記一般式（Ｉ）及び／又は（ＩＩ）で表される化
合物若しくはそのプロドラッグ又はその製薬上許容される塩を含有する組成物に関する。

【化１】

［式（Ｉ）において、Ｒ1及びＲ2は、それぞれ独立して、水素原子又はＣ1-6炭化水素鎖
であり、Ｒ3は、
【化２】

であり、Ｚは、ａ及びｂで印をつけた原子と共に、１つのベンゼン環、１つの複素芳香族
環、１つ以上のベンゼン環が縮合した芳香族環、１つ以上の複素芳香族環が縮合した複素
芳香族環、１つ以上のベンゼン環と１つ以上の複素芳香族環とが縮合した混合縮合多環、
及び、環状脂肪族からなる群から選択される環を形成し、前記環は水素原子、ハロゲン原
子又はＣ1-6アルキル基である置換基を１つ以上有してもよく、Ｒ4は、水素原子、ハロゲ
ン原子又はＣ1-6アルキル基である。
　式（ＩＩ）において、Ｒ21及びＲ23は、それぞれ独立して、水素原子、Ｃ1-6直鎖若し
くは分枝若しくは環状のアルキル基、ベンジル若しくはヘテロアリールメチル基、置換若
しくは無置換のアリール基、又は置換若しくは無置換のヘテロアリール基であり、Ｒ22は
、－Ｒ26、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ26、－ＣＨ＝ＣＨ－Ｒ26、及び－Ｏ－（ＣＨ2）ｎ－Ｒ26からな
る群から選択され、ｎは１～６であり、Ｒ26は、水素原子、水酸基、Ｃ1-8アルキル基、
－Ｓｉ（Ｒ27）3、並びに、置換若しくは無置換のフェニル基、単環式複素芳香環基及び
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環状脂肪族基からなる群から選択され、或いは、Ｒ21とＲ22は結合して環を形成し、－Ｒ
21－Ｒ22－が、－（ＣＨ2）ｍ－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－（ＣＨ2）ｍ－Ｏ－、及び
、ハロゲン原子で置換されたこれらのものからなる群から選択され、ｍは１～６であり、
Ｒ27は水素原子、Ｃ1-6アルキル基、トリハロメチル基、又は水酸基であり、－Ｓｉ（Ｒ2

7）3中の３つのＲ27はそれぞれ異なっていてもよい。Ｒ24、Ｒ25は、水素原子又はＣ1-6

アルキル基である。］
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